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２　Klaus Modick, Sunset, Frankfurt am Main, S. 24.








































































































































































































７　Lion Feuchtwanger, Moskau 1937, Amsterdam 1937, S. 8.
リオン・ フォイヒトヴァンガー
亡命者にかんする記事を書いてほしいという」。（S. 401）
12月17日、木曜日
「（略）夕方、私のために文学の宴。モスクワ在住の有名な文学者、批評家がほとんどすべて出
席。イルフ、ペトロフ、レオノフ、ディナモフ、国立出版局の面々、すべてのドイツ人。大いに
祝賀される。美味な食事。短く話す。そのあとまだエイゼンステイン、黒人歌手ロブソン、ボロ
ディンと話す」。（S. 402）
12月27日
「（略）マリアが『プラウダ』の指示でジッドにかんする記事の変更を望んでいる。大いに祝賀
される」。（S. 404）
12月28日
「私の本にかんする興味深い議論。トレチャーコフが語る。大いに祝賀される」。（S. 404）
12月30日
「ジッドにかんする記事が『プラウダ』に掲載される、しかも検閲による削除はなし」。（S. 
404）
1937年１月３日
「それから『イズベスチャー』の編集主幹、検閲局の長官であるタルのところに。外交的な会談。
スターリン、ヴォロシロフ、カガノヴィッチと面会することになる」。（S. 405）
１月８日、ソスニ　
「風邪のため睡眠はすこぶる悪し。朝方の連絡で、スターリンのところには昼間行くことになる。
下剤を服用し眠れず、風邪を引いているので、きわめて不快な一日。タル、マリア、アネンコー
ヴァが私を迎えにくる。スターリンと３時間話したが、最初は作家の自由に関し回りくどい言い
方になる、むずかしいのは通訳のせいでもある。それからスターリン崇拝、つぎに『民主主義』、
つぎに裁判について話した」。（S. 406）
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１月９日　ソスニ
「（略）全紙で、スターリンとの私のインタヴューが大見出しで掲載されている」。（S. 406）
１月20日
「（略）アネンコーヴァがきて、裁判についていくぶん神経質に説明する」。(S. 408)
１月23日
「（略）革命劇場について話し合う。それからピャタコフ－ラデク裁判に。疲労困憊。昼にはか
なり疲労。数多くの私の知り合い。午後ふたたび裁判、夕方遅くまで」。（S. 408f）
１月24日
「ふたたび裁判。下手な通訳をする間抜けなアネンコーヴァがじゃまとなる」。（S. 409）
１月25日、月曜日
「早朝、エーファと交わる。裁判には行かず。裁判にたいする私の見解がソヴィエトの新聞に大
きく掲載」。（S. 409）
１月26日
「（略）午前、裁判に。かなり乏しい中身」。（S. 409）
１月27日
「（略）早朝、裁判に。さほど興味湧かず」。（S. 409）
１月29日
「ラデクの裁判に。ひじょうに多くの人間。待ちくたびれる。被告の発言が印象深い。（略）ソ
ヴィエトの新聞に裁判について小記事を書く。夜の判決をいつまでも待つ。メフリス。タル。そ
れから判決。ラデクの恩赦はすべてをいかがわしく、茶番にしている。朝４時」。（S. 409）
１月30日
「（略）私の小記事がプラウダに載る」。（S. 409）
リオン・ フォイヒトヴァンガー
　まず、確認しておかなくてはならないのは、フォイヒトヴァンガー、オスカー・マリア・グラ
フ以外にも、シュテファン・ツヴァイク、エルンスト・トラ―、ヨハネス・R・ベッヒャー、ヴィー
ラント・ヘルツフェルデなどの反ファシズムの作家が戦略的にモスクワに招待されたということ
である。そのなかでも西側のベストセラー作家であるフォイヒトヴァンガーは、どこでも「大い
に祝賀され」最高級の厚遇を受けている。さらに、フォイヒトヴァンガーは亡命誌「ダス・ヴォ
ルト」の編集人でもあり、モスクワ訪問まではサナリーから編集に参加していたが、反ファシズ
ムの共同戦線の構築を目指すこの亡命誌の存続のために訪問したいという希望ももっていた。
　このような心的、外的な状況下でのスターリンとの会見であることに留意しつつ、１月８日の
スターリンとの会見の記述を読むと、意外にも事実の報告という体裁であり、『モスクワ　
1937年』にも記載されているように、モスクワの現状、作家の自由、デモクラシー、モスクワ
の公開裁判について淡々と意見交換した、と類推される。しかもフォイヒトヴァンガーは裁判に
関心は乏しく、裁判に否定的な表現が目立ち、懐疑的でもある。とくにピャタコフ－ラデク裁判、
そして彼らの恩赦についても懐疑的な反応をみせている。
　この懐疑的な反応に注目して、読みすすめると新たな事実にぶつかる。1937年３月９日の日
記に、「ロシアを対象にして少し読書。私がいかに情報不足であるか」（S. 362）という記述が
ある。この時期はちょうど『モスクワ　1937年』の執筆、校正の時期であり、フォイヒトヴァ
ンガーはモスクワ訪問を総括するにあたり、つぶさに見聞したはずのモスクワの印象を覆す事実
に突き当たったような書き方になっている。見えている部分と隠蔽されている部分との落差に驚
きを示している格好である。
　最後に、このモスクワ訪問には愛人エーファ・ヘルマン、マリア・オステンも同行し、モスク
ワでも、女優、通訳、そのほかの女性との性的な関係はこれまで同様に日常的に頻発する。これ
は日記が浮き彫りにした新たなフォイヒトヴァンガー像なのか。このテーマは、稿を改めて論じ
たい。
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